
情報しっとく日和
日時　　　場所　　　料金　　　申し込み　　　問い合わせ問

知って得する暮らしの情報を紹介します。
気になる情報を見つけたら、アクションをおこしましょう。

※イベント等は、新型コロナウイルス感染症の状況により、変更・中止となる場合があります。

大礼服（マントー・ド・クール）
昭憲皇太后着用　
（共立女子大学博物館蔵）

昭憲皇太后肖像
グイード・モリナーリ作
（東京都庭園美術館蔵）
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　軽自動車税種別割は、毎年４月１日現在で２輪のバイク
や軽４輪、トラクター、フォークリフトなどを所有してい
る方に課税されます｡軽自動車税種別割には、月割課税制
度がないため、４月２日以降に廃車や譲渡をしても、その
年度の税金は納めていただくこととなります。
　変更手続き先は、下記のとおりです。

税務課（内線113）

２月の納税等
納期限：２月28日（月）
●固定資産税（４期）
●国民健康保険税（８期）
●後期高齢者医療保険料（８期）
●介護保険料（６期）

※納期限を過ぎると延滞金が加算されます。早めの納税を
お願いします。

※納税は、簡単で便利な口座振替を。
※口座振替で納付の方は預金残高の確認を。

子育て 講演 相談 お知らせイベント展覧会募集教育 スポーツ

茨城県立歴史館からのお知らせ

特別展　華麗なる明治－宮廷文化のエッセンス－
　明治時代、日本の宮廷では、欧米の文物を積極的に採り
入れ、清新、かつ華麗ともいうべき文化が花開きました。
本展では、明治時代の皇室の活動を中心に、宮廷を彩った
華やかな文化、それを支えた茨城ゆかりの人びと、本県各
地への行幸啓を、県内外の貴重な史料を通じて紹介します。

２月19日（土）～４月10日（日）
　  午前９時30分～午後５時（入館は午後４時30分まで）
　  休館日：月曜日（祝日の場合はその翌日）
問 茨城県立歴史館（水戸市緑町２-１-15）

一般610円（490円）、満70歳以上300円（240円）、
　  大学生320円（240円）、高校生以下無料
　  ※（　）内は20名以上の団体料金
　  ※３月３日（木）は、満70歳以上の方無料

茨城県立歴史館　TEL.029-225-4425

軽自動車の変更手続きをお忘れなく

車　　　種 問い合わせ・手続き先

◦原動機付自転車
　（排気量125cc以下）

◦ミニカー（排気量50cc以下）

◦小型特殊自動車
　（トラクター、フォークリフト等）

笠間市役所本所　税務課

各支所　地域課

◦２輪の軽自動車
　（排気量125㏄超250cc以下）

◦２輪の小型自動車
　（排気量250cc超）

関東運輸局　茨城運輸支局
（水戸市住吉町353）
TEL.050-5540-2017

◦３輪・４輪の軽自動車

◦ボートトレーラー

軽自動車検査協会　
茨城事務所

（水戸市酒門町4400）
TEL 050-3816-3105

※軽自動車を譲渡する場合は、必ず名義変更の手続きをしてください。
※車両を廃棄処分するだけでは登録が残ります。速やかに廃車手続き

をしてください。
※盗難に遭った場合は、警察署への盗難届に加えて廃車手続きをして

ください。



畳表替え
襖張替え
障子張替え（大）
アミ戸張替え（大）

……4,290円～
……3,080円～
…1,958円　
…2,310円　

◎オーダーカーテンもやってます

（
税
込
）全品全品

まだまだ続きます。
周年セール３月末まで！！

10%OFF10%OFF
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特設無料人権相談

３月16日（水）　午前10時～午後３時
問 地域福祉センターともべ

水戸地方法務局（TEL.029-227-9919）

行政書士無料相談会

３月16日（水）　午後１時～４時
問 笠間市役所本所

秘書課（内線225）

行政相談

３月23日（水）　午後２時～４時
問 友部公民館

秘書課（内線225）

くらしの相談
いばらき出会いサポートセンターのご案内

AIマッチングシステムがスタートしました
　いばらき出会いサポートセンターは、結婚を希望する独
身の方の出会いの場づくりを目的として、茨城県と（一般
社団法人）茨城県労働者福祉協議会により設立され、市町
村や関係団体の協力のもとに運営されています。
　「であイバ」への会員登録制によるパートナー探しの支
援や、マリッジサポーターによる出会いの相談・仲介など、
さまざまな形の出会いの場を提供しています。

　  詳しくは、サポートセンターホーム
　　ページをご覧ください。

いばらき出会いサポートセンター
　  TEL.029-224-8888
　  HP　https//www.ibccnet.com

2021年4月からAIマッチングシステムがスタートし
ました！
価値観診断テストの結果から、AIが相性のよい相手を
紹介してくれます。

サポートセンター

対 象 者：①「国の月次支援金」「県の営業時間短縮要請協力金」「県の事業者支援一時金」のいずれかの交付決定を受け
ている、または申請中の事業者　※国の持続化給付金のみを受給した方は対象となりません。

　②市内に本店または主たる事業所を有し、市内で事業を営んでいる事業者
　③今後も継続して事業を営む意思がある事業者
　④市に納税すべき税金について未納がない事業者

申請方法：・「いばらき電子申請・届出サービス」による電子申請
・郵送による申請（レターパック、簡易書留など、郵送

物の追跡が行える方法で郵送してください）
２月28日（月）まで（郵送は必着）

　　※詳細はホームページをご確認ください。
商工課（内線510）

　市では、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う緊急事態宣言等により、県が行う営業時間の短縮要請および不要不急の

外出・移動の自粛要請により影響を受けた事業者に対し、１事業者あたり10万円の事業継続給付金（１回限り）を交付し

ます。

市ホームページ

笠間市事業継続給付金の申請を受け付けています

個人事業者の方法人の方

電
子
申
請
は

こ
ち
ら
か
ら
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創業97年 トータルリフォーム

ふるさと納税返礼品提供しています

嶋 田 畳 店
嶋　田　和　也

ふすま・障子・クロス・カーテン・網戸・ハウスクリーニング

全国畳産業振興会認定 
畳ドクター

〒309-1724　
茨城県笠間市大古山72 TEL 0296-77-3091

畳制作一級畳技能士
職 業 訓 練 指 導 員
品 質 管 理 責 任 者0296-72-0844

笠間市商工会  茨城県笠間市笠間1464-3 ［受付時間］ 平日 8：30～17：15

かさまリフォーム工房
お問合せ・ご相談は
笠間市商工会内

笠間市内の専門業者で安心
ご相談・お見積は無料です。

REFORM RENOVATION
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第２日曜日

天狗の郷
バザール
de
いわま

３月13日（日）

　　午前９時～午後３時

問 地域交流センターいわま「あたご」 

根本（TEL.090-3009-7883）

友部駅前フリーマーケット
第４日曜日

３月27日（日） 　午前９時～午後１時

問 地域交流センターともべ「トモア」まちの広場

佐藤（TEL.090-3245-0880）

●申・●問　保険年金課（内線143）・笠間支所 市民窓口課（内線72124）・岩間支所 市民窓口課（内線73182）

マル福の
種類 対象者 申請に必要なもの

助成額

茨城県補助対象助成額 笠間市単独助成額

小　児
０歳から18歳まで

（18歳到達後最初の年
度末まで）

・保険証
・口座番号がわかるもの
・マイナンバーがわかるも

の（マイナンバーカード、
通知カード等） ・医療保険各法に規定される

一部負担金から医療福祉
費自己負担金を除いた額

※医療福祉費自己負担金とは
　１医療機関ごとに
　　・外来１日600円
　　　（１ヶ月２日限度）
　　・入院１日300円
　　　（１ヶ月10日限度）

・医療福祉費自己負担金
　（外来・入院）

・入院時食事負担金

※中学生から18歳までは自
己負担金および入院時食
事負担金の助成はありま
せん。

妊産婦（※）
母子手帳を
交付された妊産婦

・母子手帳
・保険証
・口座番号がわかるもの
・マイナンバーがわかるも

の（マイナンバーカード、
通知カード等）

母子・父子
母子家庭の母子

父子家庭の父子

・戸籍謄本
・保険証
・口座番号がわかるもの
・マイナンバーがわかるも

の（マイナンバーカード、
通知カード等）

・医療福祉費自己負担金
　（外来・入院）

・入院時食事負担金の１/２

重度障害者

身体障害者手帳１・２級に
該当する者 ・障害を証するもの

（身体障害者手帳、療育
手帳、特別児童扶養手当
証書、障害年金証書、精
神障害者保健福祉手帳等）

・保険証
・口座番号がわかるもの
・マイナンバーがわかるも

の（マイナンバーカード、
通知カード等）

・医療保険各法に規定される
一部負担金 ・入院時食事負担金の１/２

身体障害者手帳３級の内部
障害に該当する者

療育手帳Ⓐ判定を受けた者

療育手帳Ａ判定を受けた者

特別児童手当１級対象者

障害年金１級受給者

精神障害者保健福祉手帳
１級に該当する者

医療福祉費支給制度（マル福）をご存知ですか
　医療福祉費支給制度（マル福）は、医療保険各法に規定される一部負担金を公費で助成する制度です。医療にかかる負担
を軽減することで、受診しやすい環境を整え、健康の保持や生活の安定を図ることを目的としています。
　この制度を利用するには、定められた所得以下であることに加え、申請手続きが必要です。

※妊産婦マル福が利用できるのは原則、産婦人科医療機関のみです。妊娠に合併した疾病で、他診療科等の検査・診断・治療を要する場合は、
　原則として産婦人科医療機関から紹介がある場合が対象です。
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・充実の就職指導！

・公立で授業料が安い！

・少数精鋭の授業！

（金属加工科は無料）

2022入学生追加募集

茨茨城城県県立立筑筑西西産産業業技技術術専専門門学学院院
TEL：0296-24-1714〒308-0847 筑西市玉戸 1336-54

入試の日程など詳しいことは 学院ＨＰへ

機械システム科 電気工事科 金属加工科

体体験験・・見見学学 随随時時可可能能！！おお気気軽軽ににおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。

この枠に広告を掲載してみませんか？

【問合せ】笠間市役所 秘書課 TEL.0296-77-1101

市民に的を絞った効果的な
周知が期待できます

小サイズ（45㎜× 85㎜）10,470円／月
大サイズ（45㎜×170㎜）20,950円／月

掲載料金 27,000部発行　広報かさま

詳細はこちら▶

※消費税10％の場合の料金です。
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エコフロンティアかさま監視委員会	 実施日：令和３年12月23日

　令和３年９～11月における最終処分場および
溶融処理施設のモニタリング結果等について、事
業団に報告を求めた。

【最終処分場】
・期間中に埋立処理した廃棄物は36,721トン。

全体容量240万㎥のうち、約77%の埋立状況と
なっている（令和３年９月末現在）。

・放流水については、すべての項目で放流基準値
を下回っていた。

・４か所のモニタリング井戸について、環境基準
項目では１か所の井戸でヒ素、水道水質基準項
目では２か所の井戸で総鉄・総マンガンが基準

値を超過していたが、過去と比較して大きな変
動はなかった（飲用には供していない）。

・場内雨水を貯留している防災調整池からの排水
は、すべての項目で排水基準値を下回っていた。

【溶融処理施設】
・期間中に溶融処理した廃棄物は6,755トンであ

った。
・溶融処理施設からの排ガスは、すべての項目で

自主管理基準値及び法定基準値を満たしていた。

●問　環境保全課（内線126）

エンディングノートをご存じですか？
★★「もしものとき」への備えとして ★★

　「人生の最期をどこでどのように迎えるか…」これまでは、多くを語ることが避けられてきたように思います。
　しかし最近では、人生会議（※）や在宅医療、終末期医療などの情報が、新聞等に取り上げられる機会も増えてきました。
そこには、医療の選択肢が増えたこと、長寿社会になったことなどの背景があります。自分が医療や介護に何を望み、ど
んな人生を送りたいと思っているのかを日ごろから考え、家族などの大切な人と共有しておくことが求められる時代に
なってきたということだと思います。
　まずは、「自分の人生を振り返ってみる」「残りの人生、どんな生き方にしてみようか」…そうしたことを考えてみる
機会をつくることから始めてみてはいかがでしょうか？

★★「明日へつなぐノート」（エンディングノート）について ★★
　市では、エンディングノートとして「明日へつなぐノート」を
作成しました。エンディングノートは、これまでの人生を振り返
り、これからの人生をどう歩んでいきたいかなど、自身の思いを
記すノートです。
　また、一歩進んで「判断能力が低下したら」「病気になった
ら」「介護が必要になったら」などについても、一つひとつ記し
てみることで、漠然とした思いが整理されていくことでしょう。
家族にとっても、記録した本人の思いを知ったうえで、その考え
を尊重するための貴重な記録となります。自分の思いを整理し、
家族など大切な人と話し合うきっかけにしていただければ幸いで
す。
　ノートの書き方などは、地域包括支援センターが行うさまざま
な研修会の中でも取り上げていきます。「明日へつなぐノート」
は、市のホームページからダウンロードできますので、ご利用く
ださい。

地域包括支援センター　TEL.0296-78-5871問

◆例えばこんな内容を書くことができます。
〇私のプロフィール
〇私の好きなこと
〇これからやりたいこと
〇もしもの時に備えて医療・介護に希望すること
〇財産について
〇大切な人へのメッセージ

～このノートに法的な効力はありません～

※自らが望む人生の最終段階における医療やケアについて、前もって考え、家族や医療・介護の専門職などと繰り返し話し合い共有する取り組み

あした


